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浄水場における放射性セシウム(134Cs、137Cs)の挙動例 
国立保健医療科学院（投稿中データ） 

水道水源に到達する放射性セシウムの多くは、濁質成分（土壌等）に 
付着して流出するため、厳格な濁度管理の徹底により制御し得る。 

業務用等の放射性物質の除去技術として、ゼオライトやイオン交換、ナノろ過膜、逆浸透膜があるが、いずれも費用や設
備、効率の観点（特に、ナノろ過及び逆浸透膜の場合は電力が多く消費される）から、通常の浄水処理には適用しにくい。 
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上水のモニタリング 放射性セシウムの制御 

 第12回厚生科学審議会生活環境水道部会 平成24年3月 Bq/L：ベクレル/リットル 

国立保健医療科学院（小坂ら、水道協会雑誌、2014） 

(Cs-134、Cs-137)の挙動例 

2011（平成 23）年 4月時点で福島県内の浄水場、原水、沈殿水、生物活性炭処理水、
急速ろ過水について放射性セシウム濃度を測定したところ、原水に低濃度の放射性セシウ
ムが流入していた場合でも、その放射性セシウムは沈殿の段階で土壌に付着して減少する
というデータが得られました。
浄水処理工程を対象とした調査において、凝集沈殿、砂ろ過及び粉末活性炭により、濁
質とともに放射性セシウムが概ね除去されていました。また、現状ではほとんどの浄水で、
放射性セシウムは検出されていません。これらの結果から、厳格な濁度管理の徹底によっ
て、放射性セシウムは制御し得ることがわかりました。

本資料への収録日：2013 年 3月 31日

本情報は事故当時（2011 年）の情報です。

関連Q&A
・3章QA12	 雨水や日常食のストロンチウム 90やセシウム 137 はどのようにすれば測れるのですか
・3章QA16	 食品、上水中の放射性物質はなぜセシウム 134、セシウム 137 やヨウ素 131 の濃度しか発

表されないのですか
・3章QA24	 雨の日は空間線量率が高いのですが、今でも放射性物質が降ってきているのでしょうか
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第12回厚生科学審議会生活環境水道部会（平成24年3月）配付資料より作成 

1.15ベクレル / Ｌ 

上水のモニタリング 上水道のしくみ 
2011（平成23）年4月28日時点での福島県内
浄水場における放射性セシウム濃度の推移 
（ベクレル/リットル）   国立保健医療科学院 
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この図では、日本で一般的に用いられている浄水方法である ｢急速ろ過法｣ を示してい
ます。急速ろ過法では、河川やダムから取り入れた水に泥や小さな粒子を沈殿させるため
の薬剤を用いて、フロックと呼ばれる大きな塊にします。そして、上澄みの水をろ過をす
ることで水道水が作られます。
セシウムは土や泥に強く吸着する性質をもちます。そのため、水がフロックと分離する
際には土や泥の塊であるフロックのほうに集まる性質があること、水道に用いられる水は
沈殿池の上澄みの部分を用いることからもセシウムは水道水にはほとんど混入しない仕組
みになっています。
参考までに、図中の放射性セシウム濃度の推移（ベクレル /リットル）は、2011（平
成 23）年 4月 28 日時点の福島県内浄水場の実測値を浄水場の模式図の該当箇所に当て
はめて示したものです。最初の取水の段階では 1リットルあたり 12ベクレル程度だった
放射性セシウムの濃度が、最後の送水ポンプで送り出される段階では 1.15 ベクレルにま
で低下しています。厚生労働省が平成 23年 3月に通知した水道水中の放射性物質に係る
指標の 200 ベクレル /kg（放射性セシウム）より十分低く、平成 24年 3月に出された、
水道水中の新たな目標値 10ベクレル /Lよりも十分低かったことがわかります。

本資料への収録日：2015 年 3月 31日

関連Q&A
・3章QA1	 モニタリングの実施状況について教えてください
・3章QA16	 食品、上水中の放射性物質はなぜセシウム 134、セシウム 137 やヨウ素 131 の濃度しか発

表されないのですか
・4章QA85	 水道水の安全性は、どうなっていますか
・4章QA86	 水道水や井戸水等の安全・安心は、どのように確保されているのですか
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